
（第3種郵便物認可） 毎　日　新　聞 2008年（平成20年）11月20日（木曜日） 3毎　日　新　聞 （第3種郵便物認可）2 2008年（平成20年）11月20日（木曜日）

■イベント情報は変更される場合があります。ご了承下さい ■価格は全て税込みです

11/211/21●から
1212/7/7●までまで上映上映

金

日

t25

qe]
TeS

C

8

2

504

大　津

大　津

●場所：びわ湖ホール 大ホール（大津市打出浜15-1）
●開演：15：00（開場14：15）
●料金：Ｓ席5,000円　Ａ席4,000円　Ｂ席3,000円
　　　 青少年（25歳未満）1,500円
●備考：6歳未満の入場不可
●問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター（10：00～19：00）/077-523-7136

長　浜

●場所：黒壁スクエア一帯（長浜市元浜町） ●時間：10：00～17：00（入館は16：30まで）
●料金：無料　●備考：期間中は黒壁美術館の入場が無料
●問い合わせ：黒壁/0749- 65-2330

大　津

●場所：コットンミル（大津市玉野浦1-1/077-543-5811）
●時間：12：30（開場12：00）　●料金：2,500円（昼食付）
●定員：80人（先着順、当日券無し）　※要予約
●問い合わせ：シャンソン・ダムール/077-544-3827
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栗　東

●場所：栗東芸術文化会館さきら 大ホール
      （栗東市綣2-1-28）
●開演：15：00（開場14：30） ●料金：2,000円 ※全席指定
●備考：未就学児の入場不可
●問い合わせ：栗東芸術文化会館さきら
           077-551-1455 

宝は人の輪

人はみんな人はみんな 幸せになれるように幸せになれるように
できできているているんですんですよ

Menu
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●近江八幡市玉屋町6
●TEL：0748-26-4398
●営業時間：11：00～18：00 
●定休日：月曜日、火曜日
　　　　（祝日の場合はその翌日）

●時間：11：00～17：00 
●料金：無料

野洲市にある茶久樂矢は今年６月にオープン。大

きなガラス張りの明るい店で、お茶や食事の他にダー

ツが気軽に楽しめるお店。

オーナーの石井清之さん手作りのテーブルや流木

のインテリアがやさしく、ゆったりと心地よい。

骨董品の家具もあり、店内は温かい空気で包まれ、

ぶらっと、遊びに来た感覚で立ち寄れる。幅広い

年齢層に支持され、リピーターが多い。

人気のメニューは、サッと柔らかい口どけの自家製

ケーキ、近江八幡市にある自家焙煎珈琲店「ＭＪＱ」

の豆を使ったコーヒー、そしてフレーバーティ－。

また、朝メニューのカツサンドは、主に北海道産

小麦ハルユタカを使用した自家製食パンに、ラー

ドで揚げた大きな豚カツが挟まれ、ボリューム満点。

「『お茶を久しく、矢を楽しく』をモットーとした、

くつろぎの空間です。気軽にお越しください」と石

井さん。

ダーツは店長の川原明さんが親切に教えてくれる

ので、初心者でもＯＫ。1ゲーム100円から。ただ

し、ダーツマシンを稼働しなければ無料で楽しめる。

お茶、食事、ダーツをたっぷりお楽しみあれ。

（取材・高木）

てんらいきゅう

●場所：しがぎんホール（大津市浜町１-38）
●開演：14：00（開場13：30）
●料金：一般3,000円　学生2,000円　※全席自由　●備考：小学生以上入場可
●問い合わせ：しがぎん経済文化センター/077-526-0005 

上田明美 塩見亮

人と人とのつながりこそがビジネスの

要。これは誰もが認めることだ。ただ、

多くの経営者は経営者仲間や取引先と

の関係に軸足を置く。経営者団体に所

属することがステータスかのように競っ

て入会する。

しかし、本当に人生の肥やしとなり、

経営で困ったときに相談できるのは、

利害関係のないさまざまな立場の人た

ちだと思う。だから経営者団体には一

切入会していない。

その代わり、地域活動には積極的にか

かわってきた。20代半ばから始めた消

防団の活動をはじめ、子どもが小学校

の時代から高校まで続けたＰＴＡ活動。

それまでスポーツとは一切縁がなかっ

たにもかかわらず、30代半ばから始め

たバドミントンは「平野バドミントン

クラブ」を立ち上げ、10年以上活動し

ている。地元のスポーツ少年団の団長

も引き受けた。

スポーツをやり始めてから分かったの

は、体を動かすことが人生を豊かにし

てくれることだ。子どもにもスポーツ

を勧め、学校で柔道をやらせた。とこ

ろが、卒業して社会人になると柔道を

やる場がなかなか見つからない。そこ

で彼らのために道場を作ってやろうと、

自分が責任者となって「成道会」を立ち

上げた。場所は、地域の友人である中

学校の先生との縁で、その中学校の体

育館を夜間に借りている。夜に施設を

利用することで、地域の防犯にも役立

つと喜ばれている。「趣味は？」と聞か

れたら、「社会活動です」と答えている。

どんどん広がっていく人の輪は人生の

手応えだ。

会社でも毎週、社員チームでソフトボー

ルをやっている。学校の部活について

いけない高校生も数人加わって、みん

なで楽しんでいる。さらに、今年から

地域活性化のお手伝いも兼ねて、琵琶

湖でのペーロン大会に会社のチームで

参加している。

人の輪をつくり楽しむうえで、役立っ

ているのは高校時代から勉強していた

仏教の教えだ。「如是相、如是体（かく

のごとき相、かくのごとき体）」。思い

は自然に形になって表れる。自分が人

のつながりを大切にすれば、自然と同

じ思いの人が周りに集まってくる。経

営や人生も同じ。経営が右肩下がりに

なっても、常に明るく前向きに。その

心が明るい未来への突破口になる。

はしもとえつ こ

約 200 年前の町家を改装し、家屋

の温もりがいっぱいに漂う近江八

幡のカフェギャラリー「天籟宮」を

訪ねた。

窓からは四季折々の八幡堀の表情

が楽しめ、今は紅葉が見ごろを迎

えている。

元は畳問屋だったが、空き家になっ

て久しく、ひどく荒れていた。しかし昔の建

築技術の素晴らしさが随所に見られた。そし

て、この建物を活かそうという人々によって

昨年、「ＢＩＷＡＫＯビエンナーレ」の会場とし

て修復された。

ビエンナーレ終了後も「空き町家」の有効活用

として、アートを軸とした地域交流の場になっ

た。ＮＰＯ団体が運営するカフェギャラリーと

して、ワークショップ、コンサート、お茶会

などのイベントが開かれている。

今年10月にはその活動内容が認められて文

化庁の「ＮＰＯによる文化財建造物活用モデ

ル事業」の一つとして採択された。

「ここが地域交流の拠点になるよう、また、

誰もが気軽に集まれるようにしたい」とカフェ

ギャラリー担当の橋本悦子さんは言う。

11月24日には天籟宮の窓から見える景色と

日本画を組み合わせた展示が

行なわれ、四季の移ろいが感

じられる。

店名の「天籟宮」には「あらゆる

関係性の和する音」という意味

があるそうだが、その名の通り、

ここに集う人たちによって、新しい文化が力

強く育っていくことを期待したい。（取材・福本）

橋本悦子さん

紅葉が見ごろの八幡堀

八幡堀の一番奥八幡堀の一番奥
行き止まりかと行き止まりかと
思わせるようなところ思わせるようなところ

八幡堀の一番奥
行き止まりかと
思わせるようなところ

石段を上ると石段を上ると
入り口がある入り口がある
石段を上ると
入り口がある

きよゆき

こっとう

ばいせん

自家製シフ自家製シフォンケーキンケーキ
（150150円）円）

自家製シフォンケーキ
（150円）

カツサンドカツサンドカツサンド

オーナーの石井さん（左）とオーナーの石井さん（左）と
パートナーの裕子さんパートナーの裕子さん

オーナーの石井さん（左）と
パートナーの裕子さん

株式会社小寺製作所株式会社小寺製作所
代表取締役社長代表取締役社長 

こ て らて ら し ょう い ちい ち

Prof i le 59（昭和34）年生まれ。瀬田工業
高校卒。79（昭和54）年、摂南大学を中退し小寺
製作所入社。02（平成14）年、同社代表取締役社
長就任。小寺製作所は父・榮造氏（現・代表取締
役会長）が63（昭和38）年に設立。大津の本社工
場と95（平成７）年から稼働のインドネシア工
場で仏具の製造・販売を行っている。 小寺昌一小寺昌一 さんさん

株式会社小寺製作所
代表取締役社長 

こ て ら し ょう い ち

小寺昌一 さん

ペーロン大会


